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	背景
	RNAポリメラーゼII転写阻害因子として機能する転写調節因子（PubMed:14580347, PubMed:15713661, PubMed:15201869）。7SK snRNAと連携して、P-TEFbを巨大な不活性7SK snRNP複合体に隔離し、RNAポリメラーゼIIのリン酸化とそれに続く転写伸長を阻害する（PubMed:12832472, PubMed:14580347, PubMed:15713661, PubMed:15201869）。NF-κB、ESR1、NR3C1、およびCIITA依存性転写活性も制御する可能性がある（PubMed:15940264, PubMed:15941832, PubMed:17088550）。 IRF3 リン酸化とそれに続く cGAS-STING 経路による自然免疫応答の活性化のプラットフォームとして機能する複合体である HDP-RNP 複合体に組み立てられることにより、DNA ウイルス媒介自然免疫応答の調節に役割を果たします (PubMed:28712728)。
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	HEXIM1 抗体を使用したラット HEART 溶解物中の HEXIM1 のウエスタン ブロット分析。
	

	HeLa細胞におけるHEXIM1のHEXIM1抗体を用いた免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドを用いてブロッキングした画像。
	

	NIH/3T3ライセート中のHEXIM1をHEXIM1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	HEXIM1抗体を用いたHeLa細胞溶解液中のHEXIM1のウェスタンブロット分析

